
　米国生活18年、独自取材網で得

た国内や欧米の最新ゴルフ事情が

新鮮で興味深い。視聴者は“タケ情

報”をつい誰かにしゃべりたくなって

くる。ゴルフ界の話題の人物といって

いいだろう。

　番組のテーマアップ・構成は任さ

れている。水曜までにパワーポイント

で伝えたい内容を担当ディレクターに

送り、金曜・土曜の会議でプランを練

る。ここに番組司会者の関口宏さん

が参加する。

　「デジタルのなかでもアナログ感を

出したい」とタケさん。心がけるのは

分かりやすい解説だ。ルールやギヤ

（道具）の説明には手作りの模型を

使うこともある。模型づくりに４～５時

間かかるが、その甲斐もあって、約10

分間の担当コーナーは不定期の出

番ながらファンが多く、高い視聴率を

キープする。

　「サンデー～」は2009年１月から

出演、“ゴルフの祭典”マスターズを

独自の視点で13週も特集した。石川

遼選手が脚光を浴びてきたころ。明

解なタケさんのゴルフ解説も時代のト

学生にとってお父さん世代がお気に入りのテレビ番組がある。日曜日朝のＴＢＳ系
『サンデーモーニング』、番組後半のコーナー「屋根裏のプロゴルファー」に登場
するタケ小山さん（49）は中央大学の卒業生である。

レンドになっていった。

　ことしのマスターズに出場した昨年

賞金王の藤田寛之選手。２月に右

肋骨（ろっこつ）の疲労骨折が判明

し、周囲を心配させていた。そんな折

り、番組では米国の小さな試合に出

場する動きをキャッチ。「極秘映像」

として回復目覚ましい姿を紹介した。

米国事情に明るく、スター選手と親

交があるタケさんならではのビッグ

ニュースだった。

　テレビに出演する前には、2008

年４月から外国語放送を中心とした

FMラジオ局「インターFM」に登場。

土曜朝の番組『グリーンジャケット』

でこの日ゴルフに行くアマチュアゴ

ルファーに“得する情報”を伝えて

いた。

　グレグ・ノーマン（豪州）がかつて空

軍のパイロットで、いまはジェット機操

縦の免許を取得している。ボーイング

737を購入したものの自ら所有する

飛行場には、機体が長すぎて降りる

ことが叶わなかった。ニック・プライス

（ジンバブエ）は双発機を操る。世界

超一流プレーヤーの、こうした話がポ

ンポン飛び出してくる。

　好評につき４月からは放送枠が繰

り上がって朝５時にスタート、８時まで

の３時間となった。１人でトーク、トー

ク、またトーク、歯切れがいいから心

地よい。とんかつ屋で聞くキャベツを

刻んでいる音に似ている、と評した

放送人がいる。

　持って生まれた才を感じさせるの

だ。「うーん、よく言われますが、話す

のは得意ではなかったんですよ」

米国に18年間

　1982年、中大経済学部に入学し

た。２年生の84年12月に「アシスタン

トプロ資格テスト」に合格、“ノンプロ”

と呼ばれた。もともとプロ志向で、米

国でプロゴルファーとして活躍した

かった。

　中大で在籍した「アルバトロス同

好会」の２年先輩が米国にいて、複

数のゴルフ場を運営し、MBA（経営

学修士）取得者でもあった。知己の

言を得て89年6月に渡米。フロリダ州

オーランドに居を構え、米国を中心に

カナダ、オーストラリア、カリ

ブなどを転戦した。

　日本に帰ってきたのは

2007年。この年の国内ツ

アーに参戦し、日本オープ

ンにも出場した。しかし翌年

は予選を通過できずにい

た。このとき転機が訪れた。

　インターFMで「ゴルフの

分かるDJ」を探している。

前述の関口さんからも「テ

レビに出てみないか」と誘

われた。08年4月に入学し

た早稲田大学大学院ス

ポーツ科学研究科でトップ

スポーツマネジメント（修士）

を学びながら、週末はテレ

ビ・ラジオの世界に身を置く

ようになった。

　「いまでも小さな大会には出てい

ます。ゴルフは自分が辞めたというま

でできるスポーツ。仕事との掛け持ち

ですね。現場を知らないとダメで、ギ

ア、ボールなど次々に新しいモノが出

ています。ボール一つとっても何万

個とあります」

　ＮＨＫ・Ｅテレで大好評だったゴル

フレッスン番組「藤田寛之のシングル

への道」。タケさんは番組進行を務

めた。ここではトークをぐっと控えて、

前年賞金王の経験に基づいた金言

をすべて引き出した、といわれる。日

ごろの親交から藤田選手の性格を

知っていて、ツボを得た聞き手として

の評判もいい。この秋には続編が放

送された。

　得意ではなかったという「おしゃ

べり」が、今ほどの実力になったの

は、元アナウンサーによるアドバイス

があったから。

　「放送は送りっ放しと書くけど、録

音・録画してチェックしておくと次から

ぐっとよくなる、と言われまして。いま

でも放送中、CMなどの合間に直前３

～５分間の内容を聴いています。

しゃべるのはわりと短期間で身につ

きました」

　中大時代、ゴルフ同好会に在籍し

ていなかったら、先輩とも知り合え

ず、米国への道は開けなかったかも

しれない。日本に帰ってツアーから遠

ざかったとき、「じゃ試合に出ないん

だね」と言った関口さんに巡り会わな

ければ、タケさんの人生は変わって

いたかもしれない。そしてお父さんた

ちゴルファーは、土日の朝がつまらな

いものになっていた…。

ＴＢＳテレビ「屋根裏のプロゴルファー」のスタジオ風景、自作のボードを手に解説する。写真提供＝株式会社三桂

インターＦＭのスタジオ。電子画面が並び、出演者は意外と離れて座っていた

ゴルフダイジェスト社の堀英徳さん（左）らと新刊本をアピールするタケ小山さん

インターＦＭの番組終了後、出演者でハイ、ポーズ。左から日米ゴルフ研究所社長・浦東大人さん、タケ小山さん、ゲストの中大準硬式野球部監督・池田浩二さん

お父さんたちの心をつかむ屋根裏のプロゴルファーOB

探訪

タケ小山氏（小山武明＝こやま・たけあき）

1964年７月７日、東京・八王子市生まれ。1986

年、中央大学経済学部卒。著書は『インテリジェ

ント・ゴルフ講座』（ＮＨＫ出版）、『だからアナタは

上手くなれない』（日本文芸社）など多数。

OB

探訪

お父さんたちの心をつかむ

屋根裏の
プロゴルファー

タケ小山さん

サイン会で大サービス
新書『ゴルフは100球打つより見てなん
ぼ！』（ゴルフダイジェスト社刊）の刊行記念
サイン会が８月５日、東京・大手町の紀伊
国屋書店大手町ビル店で行われた。ビジ
ネスマンの街。サイン会は午後６時から始
まった。タケさんの知名度は抜群で、ゴルフ
好きのビジネスマンが続々と集まった。若
手NO.１の松山英樹選手と米国ツアーで
奮闘中の石川遼選手。同じ年の２人の違
いを「フルスイングするかしないかの違い」
と解説。「詳しくは、本に書いてあります」と
オチをつけて笑いを誘っていた。
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前述の関口さんからも「テ

レビに出てみないか」と誘

われた。08年4月に入学し

た早稲田大学大学院ス

ポーツ科学研究科でトップ

スポーツマネジメント（修士）

を学びながら、週末はテレ

ビ・ラジオの世界に身を置く

ようになった。

　「いまでも小さな大会には出てい

ます。ゴルフは自分が辞めたというま

でできるスポーツ。仕事との掛け持ち

ですね。現場を知らないとダメで、ギ

ア、ボールなど次々に新しいモノが出

ています。ボール一つとっても何万

個とあります」

　ＮＨＫ・Ｅテレで大好評だったゴル

フレッスン番組「藤田寛之のシングル

への道」。タケさんは番組進行を務

めた。ここではトークをぐっと控えて、

前年賞金王の経験に基づいた金言

をすべて引き出した、といわれる。日

ごろの親交から藤田選手の性格を

知っていて、ツボを得た聞き手として

の評判もいい。この秋には続編が放

送された。

　得意ではなかったという「おしゃ

べり」が、今ほどの実力になったの

は、元アナウンサーによるアドバイス

があったから。

　「放送は送りっ放しと書くけど、録

音・録画してチェックしておくと次から

ぐっとよくなる、と言われまして。いま

でも放送中、CMなどの合間に直前３

～５分間の内容を聴いています。

しゃべるのはわりと短期間で身につ

きました」

　中大時代、ゴルフ同好会に在籍し

ていなかったら、先輩とも知り合え

ず、米国への道は開けなかったかも

しれない。日本に帰ってツアーから遠

ざかったとき、「じゃ試合に出ないん

だね」と言った関口さんに巡り会わな

ければ、タケさんの人生は変わって

いたかもしれない。そしてお父さんた

ちゴルファーは、土日の朝がつまらな

いものになっていた…。

ＴＢＳテレビ「屋根裏のプロゴルファー」のスタジオ風景、自作のボードを手に解説する。写真提供＝株式会社三桂

インターＦＭのスタジオ。電子画面が並び、出演者は意外と離れて座っていた

ゴルフダイジェスト社の堀英徳さん（左）らと新刊本をアピールするタケ小山さん

インターＦＭの番組終了後、出演者でハイ、ポーズ。左から日米ゴルフ研究所社長・浦東大人さん、タケ小山さん、ゲストの中大準硬式野球部監督・池田浩二さん

お父さんたちの心をつかむ屋根裏のプロゴルファーOB

探訪

タケ小山氏（小山武明＝こやま・たけあき）

1964年７月７日、東京・八王子市生まれ。1986

年、中央大学経済学部卒。著書は『インテリジェ

ント・ゴルフ講座』（ＮＨＫ出版）、『だからアナタは

上手くなれない』（日本文芸社）など多数。

OB

探訪

お父さんたちの心をつかむ

屋根裏の
プロゴルファー

タケ小山さん

サイン会で大サービス
新書『ゴルフは100球打つより見てなん
ぼ！』（ゴルフダイジェスト社刊）の刊行記念
サイン会が８月５日、東京・大手町の紀伊
国屋書店大手町ビル店で行われた。ビジ
ネスマンの街。サイン会は午後６時から始
まった。タケさんの知名度は抜群で、ゴルフ
好きのビジネスマンが続々と集まった。若
手NO.１の松山英樹選手と米国ツアーで
奮闘中の石川遼選手。同じ年の２人の違
いを「フルスイングするかしないかの違い」
と解説。「詳しくは、本に書いてあります」と
オチをつけて笑いを誘っていた。
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